
 

 

令和３年度 保健体育科【前期】 １年〔男子〕 年間指導および評価計画 中野区立第二中学校   ６－（２） 

月 単元名・教材名 配当時間 単元の目標 
評 価 規 準 

学習指導要領 

との対応 

知識・技能 思考・判断・表現力等 主体的に学習に取り組む態度  

４ 

○体つくり運動 

・体ほぐしの運動 

・体力を高める運動 

 

４ 

自己の体に関心を持ち、

体力や生活に応じた課題

を持って、体をほぐした

り、体力を高めたりする

ことができるようにす

る。仲間の学習を援助

し、一人一人の違いに応

じた動きを認める意欲を

持てるようにする。 

「体ほぐしの運動」には、「心と体の

関係や心身の状態に気付く」、「仲間

と積極的に関わり合う」というねらい

に応じた行い方があることについて、

言ったり書き出したりしている。 

体ほぐしの運動で、「心と体

の関係や心身の状態に気付

く」「仲間と積極的に関わり

合う」ことを踏まえてねらい

に応じた運動を選んでいる。 

仲間の補助をしたり助言したりし

て仲間の学習を援助しようとして

いる。また、㇐人㇐人の違いに応

じた動きなどを認めようとしてい

る。 

Ａ体つくり運動 

ア イ 

○陸上競技 

・短距離走 

スタート 

中間疾走 

フィニッシュ 

 

７ 

自己の能力に適した課題

を持って運動を行い、そ

の技能を高め、競技した

り、記録を高めたりする

ことができるようにす

る。また自己の考えたこ

とを他者に伝えることが

できるようにする。 

知識 

陸上競技は、自己の記録に挑戦したり

競争したりする楽しさや喜びを味わう 

ことができることについて、言ったり

書き出したりしている。 

技能 

クラウチングスタートから徐々に上体

を起こしていき加速することができ

る。自己に合ったピッチとストライド

で速く走ることができる。 

提示された動きのポイントや

つまずきの事例を参考に，仲

間の課題や出来映えを伝えて

いる。 

陸上競技の学習に積極的に取り組

もうとし、㇐人㇐人の違いに応じ

た課題や挑戦を認めようとしてい

る。 

Ｃ陸上競技 

 ア 

５ 

○陸上競技 

・リレー 

  バトンパス 

 

 

７ 

自己の能力に適した課題

を持って運動を行い、そ

の技能を高め、競技した

り、記録を高めたりする

ことができるようにす

る。また自己の考えたこ

とを他者に伝えることが

できるようにする。 

知識 

陸上競技の各種目において用いられる

技術の名称があり、それぞれの技術で

動きのポイントがあることについて、

学習した具体例を挙げている。 

技能 

リレーでは、次走者がスタートするタ

イミングやバトンを受け渡すタイミン

グを合わせることができる。 

練習や競争する場面で、最善

を尽くす、勝敗を受け⼊れる

などのよい取組を見付け、理

由を添えて他者に伝えてい

る。 

陸上競技の学習に積極的に取り組

もうとし、㇐人㇐人の違いに応じ

た課題や挑戦を認めようとしてい

る。 
Ｃ陸上競技 

 ア 

○体育理論 

・運動やスポーツの 

多様性 

・運動やスポーツが 

心身の発達に与える 

効果と安全 

 

１ 

・運動やスポーツの 

多様性 

・運動やスポーツが 

心身の発達に与える 

効果と安全 

について理解できるよう

にする。 

運動やスポーツは，体を動かしたり健

康を維持したりするなどの必要性や，

競い合うことや課題を達成することな 

どの楽しさから生みだされ発展してき

たことを理解している。 

運動やスポーツの必要性と 

楽しさについて、自己の課題 

を発見し、よりよい解決に向 

けて思考し判断するととも 

に、他者に伝えている。 

運動やスポーツの必要性と 

楽しさについての学習に積極 

的に取り組もうとしている。 

Ｈ体育理論 

（１） 



 

 

６ 

 

 

７ 

 

 

９ 
 

○器械運動 

・マット運動 

  接転技群 

  ほん転技群 

平均立ち技群 

７ 

保 

健 

分 

野 

 

 

心 

身 

の 

機 

能 

の 

発 

達 

と 

心 

の 

健 

康 

 

自己の能力に適した課題

を持って運動を行い、そ

の技能を高め、技がより

よくできるようにする。

よい演技を認めることや

一人一人の違いに応じた

課題や挑戦を認める意欲

を持てるようにする。 

知識 

器械運動の特性や成り⽴ち，技の名称

や行い方，その運動に関連して高まる

体力などについて理解している。 

技能 

マット運動では，回転系や巧技系の基

本的な技を滑らかに行うこと，条件を

変えた技や発展技を行うこと及びそれ

らを組み合わせることができる。 

技などの自己の課題を発見
し、合理的な解決に向けて運

動の取り組み方を工夫すると

ともに，自己の考えたことを

他者に伝えている。 

積極的に取り組むとともに，よい演

技を認めようとすること，仲間の学

習を援助しようとすること，㇐人㇐

人の違いに応じた課題や挑戦を認め

ようとすることなどをしたり，健

康・安全に気を配ったりしている。 

B 機械運動 

ア 

○球技 

・バレーボール 

  パス サーブ 

  レシーブ スパイク 

  ゲーム 

７ 

チームの課題や自己の能

力に適した課題を持って

運動を行い、その技能を

身に付け、作戦を生かし

た攻防を展開し仲間と連

携したゲームができるよ

うにする。 

知識 

球技の特性や成り⽴ち，技術の名称や

行い方，その運動に関連して高まる体

力などについて理解している。 

技能 

ボールや用具の操作と定位置に戻るな

どの動きによって空いた場所をめぐる

攻防をすることができる。 

攻防などの自己の課題を発見
し，合理的な解決に向けて運

動の取り組み方を工夫すると

ともに，自己や仲間の考えた

ことを他者に伝えている。 

積極的に取り組むとともに，フェ

アなプレイを守ろうとすること，

作戦などについての話合いに参加

しようとすること，㇐人㇐人の違

いに応じたプレイなどを認めよう

とすること，仲間の学習を援助し

ようとすることなどをしたり，健

康・安全に気を配ったりしてい 

る。 

Ｅ球技 

イ 

○水泳 

・クロール 

・平泳ぎ 

・背泳ぎ 

 

  スタート 

   ターン 

７ 

 

自己の能力に適した課題

を持って運動を行い、そ

の技能を高め、続けて長

く泳いだり、速く泳いだ

りすることができるよう

にする。 

知識 

水泳の特性や成り⽴ち，技術の名称や

行い方，その運動に関連して高まる体

力などについて理解している。 

技能 

推進力のあるキック、プル、および呼

吸法とコンビネーションを習得し、長

く泳いだり、速く泳いだりすることが

できる。より速く泳ぐためのスタート

とターンができる。 

泳法などの自己の課題を発見
し，合理的な解決に向けて運

動の取り組み方を工夫すると

ともに，自己の考えたことを

他者に伝えている。 

積極的に取り組むとともに，勝敗

などを認め，ルールやマナーを守

ろうとすること，分担した役割を

果たそうとすること，㇐人㇐人の

違いに応じた課題や挑戦を認めよ

うとすることなどをしたり，水泳

の事故防止に関する心得を遵守す

るなど健康・安全に気を配ったり

している。 

Ｄ水泳 

 ア イ ウ 

９ 

○武道 

・柔道 

  基本動作 

  受け身 

  投げ技 

  固め技 

６ 

自己の能力に適した課題

を持って運動を行い、そ

の技能を身に付け、相手

の動きに対応した攻防を

展開して練習や試合がで

きるようにする。 

知識 

武道の特性や成り⽴ち，伝統的な考え

方，技の名称や行い方，その運動に関

連して高まる体力などについて理解し

ている。 

技能 

柔道では，相手の動きに応じた基本動

作や基本となる技を用いて，投げたり

抑えたりするなどの簡易な攻防をする

ことができる。 

攻防などの自己の課題を発見
し，合理的な解決に向けて運

動の取り組み方を工夫すると

ともに，自己の考えたことを

他者に伝えている。 

積極的に取り組むとともに，相手

を尊重し，伝統的な行動の仕方を

守ろうとすること，分担した役割

を果たそうと 

すること，㇐人㇐人の違いに応じ

た課題や挑戦を認めようとするこ

となどをしたり，禁じ技を用いな

いなど健康・安全に気を配ったり

している。 

Ｆ武道 

ア 



 

 

４ 

５ 

６ 

 

○保健分野 

・健康な生活と 

疾病の予防 

 

各月 

３時間 

実施 

(８) 

個人生活における健康・

安全に関する理解を通じ

て、生涯を通じて自らの

健康を適切に管理し、改

善していく資質や能力を

育てる。 

心身の機能は生活体験などの影響を受

けながら発達すること、身体と精神は

互いに密接な関係にあることを科学的

に理解し、日常生活の課題解決に役立

つ知識を身に付けている。 

年齢に伴う身体機能の発達や

心身の調和などについて、自

分の知識や経験をもとに問題

点を見つけたり、学習したこ

とを日常生活にあてはめたり

することができる。 

年齢に伴う身体機能の発達や心身

の調和と心の健康などについて関

心を持ち、課題を見つけ、意欲的

に学習しようとしている。 
保健（１） 

 

ア（ア） 

 （イ） 

   
 

【評価方法】 

 

知識 

・授業観察 

・学習カード 

・定期考査 

技能 

・授業観察 

・技能テスト 

 

・授業観察 

・学習カード 

 

・授業観察 

・学習カード 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

令和３年度 保健体育科【後期】 １年〔男子〕 年間指導および評価計画 中野区立第二中学校   ６－（２） 

月 単元名・教材名 配当時間 単元の目標 
評 価 規 準 

学習指導要領 

との対応 

知識・技能 思考・判断 主体的に学習に取り組む態度  

９ 

 

10 

〇陸上 

・ハードル走 

５ 

 

自己の能力に適した課題を持っ

て運動を行い、その技能を高

め、競技したり、記録を高めた

りすることができるようにし、

自己の考えを他者と共有し高め

合うことができるようにする。 

知識 

陸上競技の特性や成り⽴ち，

技術の名称や行い方，その運

動に関連して高まる体力など

について理解している。 

技能 

リズミカルな走りから滑らか

にハードルを越すことができ

る。 

動きなどの自己の課題を発見
し，合理的な解決に向けて運動

の取り組み方を工夫するととも

に，自己の考えたことを他者に

伝えている。 

積極的に取り組むとともに，勝敗な

どを認め，ルールやマナーを守ろう

とすること，分担した役割を果たそ

うとすること，㇐人㇐人の違いに応

じた課題や挑戦を認めようとするこ

となどをしたり，健康・安全に気を

配ったりしている。 

Ｃ陸上競技 

ウ 

10 

 

○球技 

・ソフトボール 

  キャッチボール 

  バッティング 

  守備練習 

  ゲーム 

７ 

 

チームの課題や自己の能力に適

した課題を持って運動を行い、

その技能を身に付け、作戦を生

かした攻防を展開し仲間と連携

してゲームができるようにす

る。 

知識 

球技の特性や成り⽴ち，技術

の名称や行い方，その運動に

関連して高まる体力などにつ

いて理解している。 

技能 

基本的なバット操作と走塁で

の攻撃，ボール操作と定位置

での守備などによって攻防を

することができる。 

攻防などの自己の課題を発見
し，合理的な解決に向けて運動

の取り組み方を工夫するととも

に，自己や仲間の考えたことを

他者に伝えている。 

積極的に取り組むとともに，フェア

なプレイを守ろうとすること，作戦

などについての話合いに参加しよう

とすること，㇐人㇐人の違いに応じ

たプレイなどを認めようとするこ

と，仲間の学習を援助しようとする

ことなどをしたり，健康・安全に気

を配ったりしている。 

E 球技 

 ウ 

11 
○陸上競技 

・長距離走 
８ 

自己の能力に適した課題を持っ

て運動を行い、その技能を高

め、競技したり、記録を高めた

りすることができるようにす

る。 

知識 

陸上競技は，自己の記録に挑

戦したり，競争したりする楽

しさや喜びを味わうことがで

きることについて，言ったり

書き出したりしている。 

技能 

腕に余分な力を⼊れないで，

リラックスして走ることがで

き、自己に合ったピッチとス

トライドで，上下動の少ない

動きで走ることができる。 

 

 

動きなどの自己の課題を発見
し，合理的な解決に向けて運動

の取り組み方を工夫するととも

に，自己の考えたことを他者に

伝えている。 

積極的に取り組むととも に，勝敗

などを認め，ルールやマナーを守ろ

うとすること，分担した役割を果た

そうとすること，㇐人㇐人の違いに

応じた課題や挑戦を認めようとする

ことなどをしたり，健康・安全に気

を配ったりしてる。 
Ｃ陸上競技 

 ア 



 

 

９ 

 

１０ 

 

１１ 

○保健分野 

・心身の機能の発達と 

心の健康 

各月 

３時間 

実施 

(８) 

個人生活における健康・安全に

関する理解を通じて、生涯を通

じて自らの健康を適切に管理

し、改善していく資質や能力を

育てる。 

心身の機能は生活体験などの

影響を受けながら発達するこ

と、身体と精神は互いに密接

な関係にあることを科学的に

理解し、日常生活の課題解決

に役立つ知識を身に付けてい

る。 

年齢に伴う身体機能の発達や心

身の調和などについて、自分の

知識や経験をもとに問題点を見

つけたり、学習したことを日常

生活にあてはめたりすることが

できる。 

年齢に伴う身体機能の発達や心身の

調和と心の健康などについて関心を

持ち、課題を見つけ、意欲的に学習

しようとしている。 

（２） 

12 

 

１ 

〇球技 

・サッカー 
７ 

チームの課題や自己の能力に適

した課題を持って運動を行い、

その技能を身に付け、作戦を生

かした攻防を展開し仲間と連携

してゲームができるようにす

る。 

知識 

球技の特性や成り⽴ち，技術

の名称や行い方，その運動に

関連して高まる体力 

などについて理解している。 

技能 

ボール操作と空間に走り込む

などの動きによってゴール前

での攻防をすることができ

る。 

攻防などの自己の課題を発見
し，合理的な解決に向けて運動

の取り組み方を工夫するととも

に，自己や仲間の考えたことを

他者に伝えている。 

積極的に取り組むとともに，フェア

なプレイを守ろうとすること，作戦

などについての話合いに参加しよう

とすること，㇐人㇐人の違いに応じ

たプレイなどを認めようとするこ

と，仲間の学習を援助しようとする

ことなどをしたり，健康・安全に気

を配ったりしている。 

E 球技 

 ア 

１ 
〇体つくり運動 

・体力を高める運動 
３ 

自己の体に関心を持ち、体力や

生活に応じた課題を持って、体

をほぐしたり、体力を高めたり

することができるようにする。

仲間の学習を援助し、一人一人

の違いに応じた動きを認める意

欲を持てるようにする。 

知識 

体つくり運動の意義と行い

方，体の動きを高める方法な

どについて理解している。 

 

自己の課題を発見し，合理的な

解決に向けて運動の 

取り組み方を工夫するととも

に，自己や仲間の考えたことを

他者に伝えている。 

体つくり運動に積極的に取り組むと

ともに，仲間の学習を援助しようと

すること，㇐人㇐人の違いに応じた

動きなどを認めようとすること，話

合いに参加しようとすることなどを

したり，健康・安全に気を配った 

りしている。 

A 体つくり運動 

 イ 

２ 

 

 

 

３ 

 

 

 

○球技 

・バスケットボール 

  パス 

  ドリブル 

シュート 

ゲーム  

７ 

チームの課題や自己の能力に適

した課題を持って運動を行い、

その技能を身に付け、作戦を生

かした攻防を展開し仲間と連携

してゲームができるようにす

る。 

知識 

球技の特性や成り⽴ち，技術

の名称や行い方，その運動に

関連して高まる体力 

などについて理解している。 

技能 

ボール操作と空間に走り込む

などの動きによってゴール前

での攻防をすることができ

る。 

攻防などの自己の課題を発見
し，合理的な解決に向けて運動

の取り組み方を工夫するととも

に，自己や仲間の考えたことを

他者に伝えている。 

積極的に取り組むとともに，フェア

なプレイを守ろうとすること，作戦

などについての話合いに参加しよう

とすること，㇐人㇐人の違いに応じ

たプレイなどを認めようとするこ

と，仲間の学習を援助しようとする

ことなどをしたり，健康・安全に気

を配ったりしている。 

Ｅ球技 

ア 



 

 

○体育理論 

・運動やスポーツの多

様性 

・運動やスポーツが心

身の発達に与える効果

と安全 

 

２ 

・運動やスポーツの 

多様性 

・運動やスポーツが 

心身の発達に与える 

効果と安全 

について理解できるようにす

る。 

運動やスポーツは，体を動か

したり健康を維持したりする

などの必要性や，課題を達成

することなどの楽しさから生

みだされ発展してきたことを

理解している。 

運動やスポーツの必要性と楽し

さについて、自己の課題を発見

し、よりよい解決に向けて思考

し判断するとともに、他者に伝

えている。 

運動やスポーツの必要性と楽しさに

ついての学習に積極的に取り組もう

としている。 

Ｈ体育理論 

（１） 

 

 

 

３ 
○ダンス 

・現代的なリズムの 

ダンス 

６ 

感じを込めて踊ったり、みんな

で踊ったりする楽しさや喜びを

味わい、ダンスの特性や由来、

表現の仕方、その運動に関連し

て高まる体力などを理解すると

ともに，イメージを捉えた表現

や踊りを通した交流をできるよ

うにする。 

知識 

ダンスの特性や由来，表現の

仕方，その運動に関連して高

まる体力などについ 

て理解している。 

技能 

リズムの特徴を捉え，変化の

ある動きを組み合わせて，リ

ズムに乗って全身で踊ること

ができる。 

表現などの自己の課題を発見
し，合理的な解決に向けて運動

の取り組み方を工夫するととも

に，自己や仲間の考えたことを

他者に伝えている。 

積極的に取り組むとともに，仲間の

学習を援助しようとすること，交流

などの話合いに参加しようとするこ

と，㇐人㇐人の違いに応じた表現や

役割を認めようとすることなどをし

たり，健康・安全に気を配ったりし

ている。 

Ｇダンス 

 ウ 

 

  

 

 

 

【評価方法】 

 

知識 

・授業観察 

・学習カード 

・定期考査 

技能 

  ・授業観察 

  ・技能テスト 

 

 

・授業観察 

・学習カード 

 

 

    ・授業観察 

    ・学習カード 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


